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持続可能なまちづくりとシェアサイクル

静岡市都市局 都市計画部 交通政策課
自転車のまち推進係

令和４年12月23日
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『持続可能なまちづくり』とは
『持続可能な』とは

『まちづくり』とは

経済成長、社会的包摂、環境保全が個人と社
会の福祉のために調和が取れた状態。

地域にかかわる多様な主体が、地域社会の資源を
基礎とし、居住環境を改善し、地域の活力を高
め、生活の質の向上を実現するための継続的な活
動。
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＜メンテナンスパートナー＞
地元就労支援B型事業所
・バッテリー交換
・メンテナンス
・再配置

＜ブランド協力＞
(株)エスパルス＜実施主体＞

静岡市

＜運営主体＞
(株)TOKAIケーブルネットワーク
(株)トコちゃんねる静岡

＜ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ提供企業＞
OpenStreet (株) 

協定締結

静岡市シェアサイクル事業

連携

委託

協力
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■フードマーケット マム（スーパー）

■静岡ろうきん（銀行）

■静岡銀行（銀行）
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大学

エネルギー 建設

運輸

医療・介護

金融

商業施設

ホテル

その他

コンビニ

ステーション数（R4.12.1現在)
公用地 ８７箇所
民間地 １０４箇所

合計 １９１箇所
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学生による活用検討
静岡サレジオ高校草薙FC 発表会の様子
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地区連携の活用事例
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静岡市の自転車の起源
1800年代初頭 木馬に車輪を付けた乗り物が誕生。
～1850年頃 ドライジーネ、ミショ―型など改良が進む。

1860年代 日本に輸入されていた。
1870年（明治３）オーディナリーと呼ばれる自転車が誕生。
1877年（明治10）慶喜公、輸入品の自転車に乗る（静岡県史）
1879年（明治12）慶喜公、鉄輪の三輪車を乗用された（静岡市餘録）

想像図です。写真を探しています。しずおか自転車物語より抜粋（松戸市戸定歴史館所蔵）しずおか自転車物語より抜粋
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通勤通学時の自転車利用

静岡市と自転車（「才取り」茶葉取扱業者）

しずおか自転車物語３より抜粋
（朝日新聞社発行「アサヒグラフ」1955.5.25）

しずおか自転車物語２より抜粋
1934年（昭和９）５月11日 静岡民友新聞

通勤通学時の自転車利用率
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パルクル利用回数/回転率の推移

利用回数 自転車台数 回転率(回/日/台) 線形 (利用回数)

まん延防止 まん延防止
緊急事態宣言

利用回数、ステーション数、自転車台数、回転率
・利用回数は令和４年10月32,314回。
導入当初の令和２年６月の3,262回と比較し、約10倍に増加。
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ユーザー数

・ユーザ数は令和４年10月28,094人。導入当初の令和２年６月の677人と比較し、約41倍に増加。
・現在も月に1,500人前後の新規登録がある。
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シャレン！（社会連携活動）とは？
社会課題や共通のテーマ（教育、ダイバーシティ、まちづくり、健康、世代間交
流など）に、地域の人・企業や団体（営利・非営利問わず）・自治体・学校など
とＪリーグ・Ｊクラブが連携して、取り組む活動です。

2021 Jリーグシャレン！アウォーズ受賞
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まとめ

■現代版の『三方よし』を目指して
経済
・地元企業や団体が、それぞれのリソースを少しづつ提供することで、コストを抑えた運営。
・売上が事業者だけでなく、障がい者などへを含め、地元へ循環。
・ポート設置による集客効果。もちろん、エスパルスのホームゲームでも大活躍。

社会
・市民の移動の選択の幅を広げ、多様化する移動ニーズの受け皿に。
・障がい者も参画し活躍の場の創出。

環境
・環境にさやしい乗り物“自転車”をより利用しやすい状態に。
・走行データを自転車走行環境改善に活用。

引き続き、多くの方に参画を促し、行政から市民の『PULCLE』へ。


